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現在の英語教育について



近年の英語学習
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従来の学習スタイル 現在の学習スタイル

今までの英語は“積み上げ”型の学習です。

定期テストも教科書の内容からほぼ全て出題されていたの

で、入試前までは英文法と教科書の英単語と本文の精読

練習がメインでした。特に英語が得意で

ない生徒は入試前も読解までで学習の大

半を終えます。間違えないよう、ミスの

無いよう覚える学習が大半でした。

現在の英語学習は4技能学習を同時に行い、

定期テスト・入試でも実践的な英語力が

問われるようになってきていることが

大きな変化と特徴です。私たちが日本語

を身に着けてきたように、言語は本来

「聞く」→「話す」→「読む」→「書く」の

サイクルで学ぶことで「実践力」が養成されるのです。

テスト対策

単語・英文法
教科書本文

テスト対策

単語・英文法
教科書本文
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単語・英文法
教科書本文
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 中1   中2   中3 入試前

ライティング（英文法・作文）

リーディング（教科書・初見英文）

リスニング

小学生 中1 中2 中3 入試前

スピーキング



これからの英語学習
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求められる英語力１ 小学生～高校生 習得単語数の大幅な増加

今の学習指導要領では小学校～高校の間での授業時間は約1,000～1,200時間になります。中学入学前に身に着ける必要

のある英単語数は約700語！これらがわかる・書ける前提で中学英語が始まるので、小学生のうちに英語にもきちんと目

標設定をし、より多くの学習時間を割く必要が出てきています。



これからの英語学習
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求められる英語力２ 学習指導要領における「4技能5領域」の重視

単語数・授業時間数といった「量」的変化に限らず、学校における授業形式、つまり「質」そのものが大きく変化して

います。中学校・高校での授業は「英語で行うことが基本」となり、Speakingの力がこれまで以上に重視されます。



これからの英語学習
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求められる英語力３ 高校・大学入試の変化と求められる４技能

現在の入試では、4技能のうちリーディン

グ、リスニングを評価する割合が高いい傾

向があり、英語がわかるだけでなく、時間

内に情報を処理する力も求められます。

さらに、都立高校入試ではスピーキングだ

けで20点分のテストがあり対策は必須です。
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これからの英語学習
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求められる英語力４ 小学5年生から始まった「教科化」の影響

小学5年生から始まった教科化。

それに伴い「成績がつく」ようになりました。

これは、生徒間での得意不得意・好き嫌い

という二極化を国語・算数といった他の教科

同様に生みだす可能性を持っています。

さらに、小学生のうちにどのくらい英語の

学習を習慣化させ、身に着けているか、

その差が顕著に表れてしまうのは、

中学入学直後の最初の定期テストです。今や中１最初の定期テストから初見読解、リスニングなども含まれ、

出題形式も難化しています。中学に入ってからアルファベットからゆっくり・・・というペースはもう前のお話です。



TERRACE 個別指導   OLECO/GeT

⇒定期テストで英語の成績を伸ばすには、個別指導＋TERRACE

⇒入試や英検対策として、実力を上げるには個別指導＋TERRACE＋OLECO

の組み合わせ学習スタイルがおすすめ！

エルヴェでの英語指導スタイル
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